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    2021. 6

（愛染橋病院　院長）

西 村 匡 司

ほ ど ほ ど にほ ど ほ ど に

世界中でも同様でした。哺乳類では小はマウ
スから大はクジラまで体重（kg）当りの一回換
気量は 6 mL 少々だという研究結果がありま
す。最近では6 mL/kg（標準体重）が基本となっ
ています。換気量が減るので PaO₂ も PaCO₂
も以前のような目標値を維持できなくなりま
す。しかし共に正常値から多少ずれていても
構わない、というかそちらの方が重症患者で
は生存率が高くなります。PaO₂ は 60 mmHg
あれば良く、PaCO₂ に至っては酸素化が維持
されていれば、かなり高くても問題ありません。
　重症患者の輸血でも同様のことが言えま
す。かつては輸血のタイミングはヘモグロビ
ンが10 g/dLでヘマトクリットは30%でした。
この場合の 10 や 30 と言う数字も、医学的根
拠というよりきりがよく覚えやすいというこ
とではないでしょうか。今や 10 g/dL で輸血
を開始することはまずありません。心肺機能
に問題がなければ 7 g/dL くらいまで十分に
耐えられます。また、輸血はできるだけ避け
た方が予後は良い事もわかっています。治療
はほどほどにして、できるだけ生体の回復し
ようとする能力を引き出すということでしょ
うか。
　一昨年末に中国武漢から始まった新型コロ
ナウイルス感染症のパンデミックは日常生活

　浪速区の皆様、4 月に石井記念愛染園附属
愛染橋病院に赴任した西村匡司と申します。
よろしくお願い申しあげます。簡単に自己紹
介させていただきます。昭和 31 年申年生ま
れです。昭和 56 年に大阪大学を卒業し、麻酔・
集中治療・救急医療に携わってきました。大
阪生まれ大阪育ちですが、2004 年に徳島大学
救急・集中治療医学講座に赴任しました。そ
の後 2018 年から 3 年間の徳島県立中央病院
勤務を経て、本年 3 月一杯で 17 年余りの徳島
生活に別れを告げ帰阪しました。
　麻酔・集中治療・救急医学と書きましたが、
その中でも集中治療医学を専門としてきまし
た。新型コロナウイルス感染症流行以後は集
中治療医にも多少は光が当てられましたが、
集中治療医が何たるかを理解していただける
ことは少ないです。医療ドラマを観ていると
ICU に患者が入ると外科医が家族に説明をす
る場面がほとんどです。
　集中治療医学の研修を始めたころには人工
呼吸管理の一番の目的は血液ガスを正常近く
に維持することでした。PaO₂ は 100 mmHg
前後、PaCO₂ は 40 mmHg 前後に維持します。
一回換気量の初期設定は 10 mL/kg です。こ
れは生理学的な根拠があるからではなく、き
りが良い数字だからです。日本だけではなく、
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◎令和 3 年度 5 月定例理事会　　　
　日　時　令和 3 年 5 月 17 日〈金〉  
　　　　　午後 8 時〜 9 時 20 分
　場　所　WEB 会議システム（Zoom）  

協議事項
１．有料老人ホームでのコロナワクチン接種

への医師派遣について　　 ＜有田会長＞
　　標記のとおり派遣依頼があった

協議の結果、前向きに検討することと
なった。

２．第 1 回認知症施策推進会議・地域包括支
援センター運営協議会への日程と出席者
について　　　　　　　　 ＜有田会長＞

協議の結果、次のとおりに決定した。
日程　7 月 12 日〈月〉午後 2 時
出席者　有田会長・徳田副会長

３．新型コロナウイルス感染症への対応～自
宅療養者への電話・情報通信機器による
医療サポート～について

　　　　　　　　　　　　 ＜久保田副会長＞
　　府医より標記についてとりまとめ依頼

があった。

協議の結果、協力いただけるよう取
りまとめを行うこととなった。

４．その他
（1）理事の役員会務分掌について
金子理事の就任に伴い、会務分掌を次の
とおりに変更する。
厚生福利　副担当　岡藤理事

に大きな影響をもたらし続けています。個人
的には大阪‐徳島の移動もままならなくなり
ました。パンデミック以前は週末には大抵予
定があり出張が多かったのですが、出張しな
ければならない会議等も無くなり、週末には
時間がたっぷりあるという状況が生まれま
した。それまでは週末くらいはゆっくりし
たいと思っていたのですが時間を持て余す
ようになってしまいました。現金なもので
す。帰阪してからは家族と暮らし始めまし
た。家族と言っても娘 2 人は結婚して家を
出ているので、夫婦 2 人だけです。結婚後
39 年も経っているので、流石に新鮮と言え
るわけではありません。しかし、食事を古女
房殿と一緒にするのは 1 人で食事するのと
は気分が違います。帰宅した時に迎えてく
れる人がいて、出勤時に見送ってくれる人が
いるのは、ある意味幸せなことです。しかし、
人間は現金なもので、ありがたみは忘れがち
です。そうならずに、今の環境に感謝する気
持ちを持ち続けることができれば、精神的に
も物質的にも真の幸せをもたらしてくれる
と思います。何事も「吾唯足知」ってほどほ
どが良いということではないでしょうか。

   ▲京都 龍安寺

理事会報告理事会報告
5.175.17
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　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）
５．令和 3 年度定時総会について
　　（ 5 月 15 日〈土〉）　　　　  ＜入野理事＞

次第は次のとおり。　△

開会△

会長挨拶△

報告
（1）令和 2 年度浪速区医師会事業報告
（2）令和 3 年度浪速区医師会事業計画
（3）令和 3 年度浪速区医師会収支予算△

議事
　第 1 号議案　令和 2 年度浪速区医師会

決算に関し承認を求める件
　第 2 号議案　次期浪速区医師会理事の

選任（1 名）の件△

閉会
　会員 176 名のうち、本人出席が 12 名、

委任状提出者数は 147 名、計 159 名で
会議は成立。v

　令和 2 年度の事業報告、令和 3 年度の
事業計画、収支予算に続いて、次期浪速
区医師会理事の選任（1 名）、令和 2 年度
の決算について審議。すべて異議なく承
認された。

　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

６．その他
　　なし。

次回理事会　
　　令和 3 年 5 月 28 日〈金〉　午後 8 時〜

　　　　　　　→　金子理事
広　　報　副担当　山本理事
　　　　　　　→　金子理事

報告事項
１．大阪市医師会連合会委員会について
　　（ 5 月 17 日〈月〉）　　　　  ＜有田会長＞
　　次第は次のとおり。△

連絡事項
（1）令和 3 年度大阪市がん検診推進事業の

実施の件
（2）令和 2 年度下半期大阪市ふれあい

DOTS（医療機関）事業協力金配分の件
（3）新型コロナウイルス感染症対策の件
（4）その他
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

２．大阪市内医師会長連絡協議会について
　　（ 4 月 28 日〈水〉）　　　  ＜徳田副会長＞
　　次第は次のとおり。　　△

新型コロナウイルスのワクチン接種に
関して－医療従事者の優先接種を中心に

　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

３．自立支援型ケアマネジメント検討会議につ
いて　　　　 　　　　　＜藤吉副会長＞
次第は次のとおり。△

検討会議の趣旨について△

守秘義務について△

出席者の自己紹介△

検討事例△

まとめ
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

４．医療問題研究委員会について
　　（ 5 月 12 日〈水〉）　　　　  ＜入野理事＞

次第は次のとおり。△

開会△

講演　「医の倫理について」　
　大阪府医師会副会長　加納　康至△

意見交換△

次回の予定△

閉会
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◎令和 3 年度 5 月定例理事会　　　
　日　時　令和 3 年 5 月 28 日〈金〉  
　　　　　午後 8 時〜 8 時 58 分
　場　所　WEB 会議システム（Zoom）  

協議事項
１．新型コロナワクチンの余剰が発生した場

合の取り扱いについて　　 ＜有田会長＞
　　個別接種を実施している医療機関に対

して、接種券がなくても、本人確認がで
きた場合に限り接種を行ってもいいとい
う通知があった。ワクチンを無駄にしな
いために、余剰が出た場合には、高齢者、
基礎疾患のある人等を優先とし、それで
も対象者がいなければ 65 歳以下の人で
も対象に接種を進めるとのこととである。
本件については会員へ周知をする。また、
訪問看護ステーション、介護事業者等へ
の対応は今後検討する。

２．その他
　　なし。

報告事項
１．郡市区等会長協議会について
　　（ 5 月 27 日〈木〉）　　　　  ＜有田会長＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

会長挨拶△

退任される郡市区等医師会長紹介△

郡市区等医師会新会長紹介△

連絡事項
（1）新型コロナウイルス感染症対策の件
（2）第 319 回府医定例代議員会の件
（3）6 月度行事・会合日程の件　 　 △

協議

　　

△

閉会
　　　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

２．地域包括支援センター運営協議会について
　　（ 5 月 26 日〈水〉）　　  ＜久保田副会長＞
　　次第は次のとおり。　　△

委員、事務局、名簿△

議題
（1）令和 2 年度浪速区地域包括支援セン

ター事業報告について
（2）令和 3 年度浪速区地域包括支援セン

ター事業計画について
（3）難波ブランチについて
（4）日本橋ブランチについて
（5）浪速ブランチについて
（6）その他
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

３．その他
　　なし。

次回理事会　
　　令和 3 年 6 月 21 日〈月〉　午後 8 時〜

理事会報告理事会報告
5.285.28
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5月度

WEB学術講演会報告

日　　時　5 月 15 日〈土〉　午後 2 時〜 4 時
演　　題　院外処方せんにおける事前合意
　　　　　プロトコルの運用について
講　　師　大阪赤十字病院　薬剤部長
　　　　　　　　　　　  　小林  政彦　先生　
共　　催　浪速区医師会 
　　　　　大塚製薬株式会社
担　　当　富永 良子

　平素より大阪赤十字病院との病診連携にご
理解ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　医師は、処方せんを発行された際、保険薬
局から処方せんの内容について「疑義照会」
を受けられることがあると思います。これは、
薬剤師法第二十四条（処方せん中の疑義）「薬
剤師は、処方せん中に疑わしい点があるとき
は、その処方せんを交付した医師、歯科医師
又は獣医師に問い合わせて、その疑わしい点
を確かめた後でなければ、これによって調剤
してはならない」との法律に従った業務対応
となります。医師にとっても必要な連絡であ
ると認識されつつも場合によっては処方せん
の問い合わせをご負担と感じられる場合もあ
るかもしれません。また、患者さんにとって
も保険薬局での待ち時間に繋がる事となりま
す。保険薬局薬剤師も医師や患者さんへのご
負担に繋がる事を十分認識しつつ問い合わせ
されているとお聞きしています。
　その様な処方せんの問い合わせには新たな
試みが動き出しています。遡る事 2010 年 4
月に厚生労働省医政局長通知　( 医政発 0430 
第 1 号 ) が発出されました。主に医師の業務
負担を軽減するため、厚生労働省が取りまと
めた提言ですが、その内にある『医療スタッ
フの協働・連携によるチーム医療の推進に
ついて』では、薬剤師を積極的に活用するこ
とも記載されています。薬剤師活用可能な

業務として、「薬剤の種類、投与量、投与方
法、投与期間等の変更や検査のオーダーにつ
いて、医師・薬剤師等により事前に作成・合
意されたプロトコルに基づき、専門的知見の
活用を通じて、医師等と協働して実施するこ
と」が奨励されています。これは、「プロト
コルに基づく薬物治療管理 (Protocol Based 
Pharmacotherapy Management: PBPM)」 と
いう考え方です。そして、薬剤師法 第二十三
条 （処方せんによる調剤）２「 薬剤師は、処方
せんに記載された医薬品につき、その処方せ
んを交付した医師、歯科医師又は獣医師の同
意を得た場合を除くほか、これを変更して調
剤してはならない」を法的依拠として、PBPM
の実践の試みの一つが「問い合わせの簡素
化」となります。
　大阪赤十字病院 ( 以下、当院 ) では 2016 年
11 月から大阪警察病院、第二大阪警察病院

（当時、NTT 西日本大阪病院）、四天王寺病院、
早石病院の天王寺区内にある 100 床以上の医
療施設にて問い合わせ項目を統一し、その項
目については患者さんの同意があれば、その
場で保険薬局薬剤師が医師に問い合わせをせ
ず修正し事後に処方せん発行機関に対し報告
する「問い合わせ簡素化」を開始しました。当
院を含む５病院の対応は全国においても早期
の導入で実績をあげ、他の地域の参考となっ
ています。今では大阪のみならず日本各地で
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「問い合わせ簡素化」の導入が進んでいます。
当院の「問い合わせ簡素化」できる合意項目は
① 成分名が同一の銘柄変更
② 剤型の変更
③ 別規格製剤がある場合の処方規格の変更
④ 無料で行う半割、粉砕あるいは混合
⑤ 無料で行う一包化
⑥ 経過措置などによる一般名への変更による

名称変更
⑦ 残薬確認後の処方せん日数変更
⑧ その他（協議にて簡素化できるもの）
となります。また、大前提として「在庫が
ないことを理由にする処方変更は不可とす
る。」「麻薬及び覚せい剤原料は合意項目に関
わらず疑義照会をする。」「アドヒアランス向
上に資する安定性、利便性向上のための変更
に限る。」も保険薬局には厳守いただいていま
す。コンコーダンス（『患者と医療者が同じ
チームの一員』と考える概念で、患者と医療
者がパートナーシップに基づき、両者間で情
報を共有し、対等の立場で話し合った上で治
療（服薬も含みます）を決定していくこと）を
念頭に置き、保険薬局薬剤師さんには、その
任を果たしていただいています。その責務を
果たすとの考えですすめている業務であるた

め、５病院と合意を結んでいる保険薬局数は
286 となっておりますが、合意項目から逸脱
した修正例はありません。
　当初の問い合わせ簡素化の導入目的である

「より質の高い医療提供：医師の業務負担軽
減」「地域連携の強化：地域病院及び地域保
険薬局との協力体制構築」「患者サービスの
向上：病院における診察時及び薬局調剤時の
待ち時間の短縮」の 3 本柱は確実に進み、5 病
院医師や対応されている保険薬局からも評価
が高くなっています。
　浪速区医師会の諸先生のご紹介のおかげを
持ちまして浪速区にお住まいの患者さんも多
く当院に来院及び入院され治療を受けていた
だいています。患者さんご紹介には心から深
謝しております。ご紹介いただきました患者
さんには浪速区にお帰りになられて継続した
治療が行えるよう病院一同考えております。
そのためには、医師、看護師その他の医療ス
タッフ及び事務局員とともに、私たち薬剤師
もご紹介された患者さんの薬物療法を、その
先の連携も踏まえ考えていきたいと存じます。
引き続き、大阪赤十字病院へのご支援ご鞭撻
を賜れば幸甚です。



　7 月の浪速区医師会講演会の内容は下記の
とおりです。
　多数の先生方の参加をお待ちいたします。
　なお、今回は WEB での開催を予定してお
ります。ご参加希望の方は、事前に本会まで
メールにてお申込みいただきますようお願い
いたします。

　日時：令和 3 年 7 月 10 日〈土〉
　　　　午後 2 時〜 4 時
　場所：一般社団法人浪速区医師会　会議室
　演題：  「プライマリケアでの呼吸器感染症診療 
　　　　　update 〜 COVID-19 対策を踏まえた
　　　　　抗菌薬選択 〜

　講師：公益財団法人田附興風会医学研究所
　　　　北野病院 呼吸器内科部長
　　　　感染制御対策室 室長　丸毛 聡  先生
　共催：一般社団法人 浪速区医師会
　　　　杏林製薬株式会社
　情報提供：ニューキノロン系経口抗菌剤 
　　　　　　ラスビック

　本勉強会は、大阪府医師会生涯研修システ
ムの対象となっておりますので、生涯教育チ
ケットの持参をお願いいたします。

7

7 月度学術講演会のお知らせ
　　　　　　 【WEB 講演会】
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■ 相談内訳（重複有）

 

①
　
医
　
療　

① 診療所・医師に関して 3 件

② 訪問診療できる医療機関に関して 1 件

③ 病院（入院・転院先等）に関して 1 件

④ 歯科に関して 0 件

⑤ 薬局・薬剤師に関して 0 件

⑥ 訪問看護に関して 1 件

⑦ 医療の手続きに関して 0 件

⑧ その他 0 件

②
　
介
　
護

① ケアマネに関して 0 件

② 地域包括支援センターに関して 0 件

③ 介護事業所等に関して 0 件

④ 介護の手続きに関して 0 件

⑤ その他　 0 件

③ 退院支援に関して 0 件

④ 看取りに関して 0 件

⑤ その他（内容：　　　　） 0 件

合　　計 6 件

＜お問合せ＞　浪速区在宅医療・介護連携相談支援室

〒 556-0022 大阪市浪速区桜川 4-11-16 アリタビル 50B

 TEL:070-1760-4964　　FAX:06-6567-8058

　5 月の相談件数は 3 件でした。かかりつけ
医の希望と在宅経管栄養に関する相談でし
た。
　5 月 24 日から新型コロナワクチン集団接種
および個別接種が始まっております。介護従
事者、一部の施設への接種が遅れております
が、浪速区医師会では個別接種医療機関との
連絡を取り合って、速やかに接種が行われる
よう進めております。今まで通り予防をお願
いします。在宅医療、介護において何か困っ
たことや問い合わせ等ありましたらご連絡く
ださい。

相談受理実績
■ 個別ケースに関する相談（R03. 5 月度）

① 医科 0 件

② 歯科 0 件

③ 薬局・薬剤師 0 件

④ 病院　地域連携相談室 2 件

⑤ 訪問看護 1 件

⑥ 介護支援専門員 0 件

⑦ 地域包括支援センター 0 件

⑧ ⑥⑦以外の介護関係事業所 0 件

⑨ 認知症初期集中支援チーム 0 件

⑩ 他区在宅医療・介護連携支援室 0 件

⑪ 区役所・保健福祉センター 0 件

⑫ 区民 0 件

⑬ その他（ブランチ） 0 件

合　　計 3 件

●　　　浪速区在宅医療・介護連携相談支援室　からのお知らせ
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　●保健福祉センター�
　　7 月 1 日〈木〉午後 1 時 40 分〜 3 時 30 分
　　　　小児科　川田　信哉
　　　　　　　　橋村　夏野子

　●保健福祉センター�
　　7 月 15 日〈木〉　午後 2 時〜 3 時 30 分
　　　　　本田　秀明・橋村　夏野子

　●中央急病診療所
　　7 月 18 日〈日〉準夜 17：00 〜 22：00
　　　　　竹中　裕昭・菱川　秀夫
　●今里休日急病診療所
　　7 月 25 日〈日〉10：00 〜 17：00
　　　　　福永　真也・川田　信哉

　令和 3 年 7 月の各業務の出務予定は次のと
おりです。ご協力のほどよろしくお願いいた
します。

　●保健福祉センター�
　　7 月 21 日〈水〉午後 1 時 40 分〜 3 時 30 分
　　　　小児科　本田　秀明
　　　　小児科　愛染橋病院
　　　　眼　科　山尾　信吾
　　　　耳鼻科　中村　泰久

浪速区医師会
活動の伝言板



  【区医だより】
　発行者　有田繁広
　編集者　中村泰久　山本大介　　　　 
　印刷所　株式会社　サ　ビ 

あとがき

山田 郁子
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先生が奈良と浪速区の医療の違いを書かれて
いる文章を拝読されていただき、大変納得し
た次第ですが、西村院長先生、ぜひ、徳島と
浪速区の違いがあれば教えていただければと
存じます。
　「吾唯足知」、われ、ただ足るを知る、京都
龍安寺の蹲踞に刻まれている文字です。簡単
に言うと、「満足する気持ちを持ちなさい」だ
そうです。帰宅したときに迎えてくれる人が
いて、出勤時に見送ってくれる人がいる、本
当に幸せで、ありがたいことです。コロナ禍
で家族以外と過ごすことが難しくなり、家族
のありがたみを感じることが増えた方も多い
のではないでしょうか。感謝し、満足する気
持ちが大事ですが、西村院長先生が書かれて
いる通り、ありがたみは忘れがち、感謝する
気持ちを持ち続け、何事もほどほどがいいの
ですね。
　西村院長先生、今後ともよろしくお願い申
し上げます。

 目　　　次
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　毎年ながら、地球温暖化を実感する 6 月で
す。関西地方は例年より早い梅雨入り、高い
湿度は強い倦怠感や頭痛の原因になり、倦怠
感を訴える患者さんも多い季節です。
　愛染橋病院の院長先生に赴任された西村院
長先生、大阪のご出身とのことですが、17 年
あまりの徳島での生活と、大阪でのご勤務、
様々な変化がおありではないかと存じます。
ご専門は麻酔・集中治療・救急医学とのこと
ですが、新型コロナウイルス感染症のパン
デミックでもっとも影響のあった科の一つで
はないかと愚考いたします。哺乳類ではマウ
スからクジラまで体重あたりの一回換気量は
6ml 少々という研究結果があり、血液ガスが
正常値から多少ずれていても問題ないという
ことも初めて知り、大変勉強になりました。
　3 回目の緊急事態宣言が 6 月 20 日まで延期
になり、新型コロナワクチン接種は、診療所
などでの個別接種、集団接種ともに進んでき
ています。少ない回数ながら、集団接種に行
かせていただいておりますが、そのまじめな
問診中でも、笑いをぶっこんで来られる方も
多く、改めて大阪はお笑いの街なんだなあと
意外な場所で実感しました。
　こんなこともありました。先日愛染橋病院
でコロナワクチン接種をしていただいた際、
会計窓口で高齢の男性が会計をされていまし
た。その男性はニコニコしながら、早く会計
してほしいねん、毎日見ているテレビに間に
合わんと困る、やっぱり毎日見なあかんやろ、
と言われ、受付の方は笑顔で普通に対応され
ていて、こんな会話は日常なんだなあと実感
しました。そんな自分の都合なんか知らんが
なという感じですが、おそらく大阪以外では、
テレビを見たいから早く会計をしてほしいと
思っていても、病院で口に出す患者さんは少
ないと思います。以前、木下医院の山﨑院長


